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 マグナ学生受入れ日程（予定） 
７月　６日（月）　越後湯沢駅到着
７月　７日（火）　陶芸、機織り体験 他
７月　８日（水）　湯沢学園訪問
７月　９日（木）　工場見学　他
７月１０日（金）　雪国館、湯沢高原 他

７月１３日（月）　国際情報高等学校訪問
７月１４日（火）　書道体験、浴衣散策
７月１５日（水）　清津峡、県立歴史博物館　他
７月１６日（木）　越後湯沢駅出発

※�マグナ学生の皆さんを見かけた際は
気軽にあいさつをお願いします。

令和８年度 湯沢町姉妹都市交流マグナ学生受入れ

７月６日（月）～７月１6日（木）

　湯沢町の姉妹都市である米国ユタ州マグナから 10 名
（学生８名、引率２名）が湯沢町を訪れます。
　期間中は今年マグナを訪れる中学生の家庭やボランティ
アなどの家庭にホームステイし、各施設見学や湯沢学園の
子どもたちと交流します。
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